
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 語り継ぐ ―さわやかな５月の風に吹かれながら、７８年前の爆風を想う― 

 

 「なぜ語り部をしようと思われたのですか。」 

 修学旅行１日目。長崎原爆資料館を見学、平和記念公園でセレモニーを終え、宿舎での語り部さんに

よる被爆体験講話の最後に、９年生の一人が意を決した表情で語り部さんに尋ねました。 

 「ひどい体験をした人ほど、早く亡くなっていかれます。今、原爆のむごい体験を語れる人はどんど

ん少なくなっています。だから自分のような、被害が少なく元気でいられた者が、こうして語ることに

なったのです。」 

 わずかな差が生と死を分け、自分は生き残った。でもそれを決して手放しでは喜ぶことはできなかっ

た。その思いがお話の端々からにじみ出てきます。 

「被爆者達が、そのつらい体験を世の中に語り続けてきたことが、長崎以降、世界のどこにも核兵器を

使わせない力になってきたと思います。 

 やがて、被爆者もみんな亡くなってしまいます。体験を語る人がいなくなります。でもそのむごい体

験は、本にまとめられています。みなさん、本を読んで下さい。そして追体験して下さい。」 

 わかりました、とみんなが無言で頷いたように私には見えました。 

１年を超えてしまったウクライナの戦闘の中で、核兵器の使用をちらつかせる発言が出されています。

７８年前、広島と長崎に起こされた地獄のような惨禍を繰り返させないためには、その事実を風化させ

るわけにはいきません。 

 忘れ去ってはいけないことがある。だから人間は「文字」を発明し、「記録」を残すことにした。その

人はなくなってしまっても、その人の話したことを記録した文章から、その体験を知ることが出来る。

世界の平和のために、知ることと次の世代に語り継ぐこと。それは世界唯一の被爆国である日本に生き

る私たちの「責務ですよ」と、語り部さんにバトンを渡されたのだと思います。 

 ６年生で広島へ行き、９年生で長崎に。この４年間、学院の９年生は二つの被爆地で学習することに

なりました。それはしんどいことだったかもしれません。でも、二つの被爆地をきちんと見て知って、

直接バトンを渡された私たちと、知らないままの私たちとは、まったく違うと思うのです。語り部さん

の講話は、平和を苦しさと共に学ぶ、大切な時間となりました。 

 

 さて、今年の平和セレモニーは午後の平和公園。他の修学旅行生や多くの観光客の前で行うことにな

りました。９年生は、平和祈念像の前でたくさんの視線を背中に感じながら、背筋を伸ばし、声を張っ

てメッセ―ジを述べ、今年はさらに自分たちで選んだ歌も歌いました。その歌声に聞き入っていた外国

人観光客からは自然に拍手がおこりました。彼女たちが母国へ帰ったあと、長崎で見たことや知ったこ

と、９年生の歌声を親しい人たちに語る土産話、これも「平和を語り継ぐ」ことの一つだと、いま改め

てそう思います。 

 

 晴天に恵まれた長崎への修学旅行。上陸した軍艦島の廃墟、グラバー園に大浦天主堂、そして美しい

長崎の街。おいしいちゃんぽん・皿うどんにお土産の買い物までフルコースで満喫しました。最後の最

後、京都駅から大原に戻るバスの車中、なんとみんなからＴさんにサプライズの誕生祝いがありました。

T さんの感涙はもちろんですが、みんなも担任もついついもらい泣き。この学年の温かい雰囲気そのま

まの、素敵な旅のしめくくりとなりました。 

     京都大原学院 校長 瀧本祐一郎  

 

 
令和５年５月３１日 

京 都 大 原 学 院 

校長  瀧本  祐一郎  

 



修学旅行＜９年生＞ 5 月 10日（水）～12日（金） 

「いってらっしゃ～い」と、早朝から多くの方々に見送って頂き、9 年生は長

崎へ元気に出発しました。長崎原爆資料館を見学後、学院生の皆さんから

の平和メッセージを寄贈しました。そして爆心地を歩き、平和公園でセレモニ

ーを行いました。群読と美しい歌声を響かせ、通りかかった方々から温かい

拍手を頂きました。ホテルで語り部さんの講話を聴き、戦争と平和について

深く考えた１日目でした。 

2 日目は、晴天に恵まれフェリーで念願の軍艦島に上陸することができました。自主研修では、自分たち

で考え相談しながら歩き回り、結束力を高める時間になったようです。休

憩時間には、京炎の練習に励む姿も見られました。 

最終日は、長崎を楽しみつくそうと、映え写真やお土産を求め、グラバー

園やグラバー通りを駆け回っていました。大浦天主堂を見学し、最後まで

異国情緒あふれる街並みを堪能しました。 

楽しい時間はあっという間で、名残惜しそうに長崎の地を後にした 9 年

生。バスでの解団式を終え、最後のサプライズ企画では、嬉し泣きともらい

泣きのくしゃくしゃの顔をしていました。思い出を胸に、みんな大きく手を振って解散しました。 

日本国際学校との交流＜５年生＞ ５月１７日（水） 
ベトナム日本国際学校の５年生が、京都大原学院に来校され、本校の５

年生と交流を行いました。はじめに、多目的室で交流を行いました。日本国

際学校の子ども達は、日本語を学んでいるため、ベトナムの紹介を日本語

で行ってくれました。その後、グループに分かれて自己紹介や名札作りなど

の活動を楽しみました。 

３時間目は場所を田んぼに移し、全

員で交流田植えを行いました。初めて

体験する人が多く、泥んこになって大変盛り上がっていました。多目的

室での交流では緊張した様子だった子ども達も、田植えを通して打解

けたようで、沢山の笑顔が見られ、笑い声が晴天に響いていました。 

記念品に日本国際学校の記念プレートをいただきました。玄関の陳

列棚に飾ってありますので、ご来校の際にご覧ください。 

 

大原大掃除 ５月２４日（水） 

五月晴れの中、大原大掃除を行いました。今年度は例年の掃除場所に加えて、大長瀬方面と草生方面

へも掃除に出かけました。 

掃除後の閉会セレモニーでは「たくさん集められてよかった」と学院生が話してくれました。９年生は全校

縦割りで活動ができてうれしいと語ってくれました。みんなのことを思いやる学院生を誇りに思います。大掃

除中に多くの地域の皆さんにお声かけをいただき、学院生への声援

をいただきました。保護者・地域のボランティアの皆さま、暑い中あり

がとうございました。集まったゴミも即日、まち美化事務所より収集を

していただきました。ありがとうございました。 

この活動は代々受け継がれ実に４９年。これからもこの取り組みを

受継ぎ、未来へつないでいきたいと思います。 



１年生を迎える会 ５月１９日（金） 

５時間目に１年生を迎える会を開きました。体育館に２～９年生がスタンバ

イして、１年生の入場を拍手で迎えました。ちょっと恥ずかしそうな１年生でし

たが、上級生に温かく迎えられて嬉しそうにニコニコしていました。４年生が

準備してくれた一人ずつの自己紹介のあと、５年生が考えた学校紹介の劇

を見たり、全校でダンスを踊ったり、ゲームをしたり、とても楽しいひと時にな

りました。 

大原探究＜６年生＞  地域の皆様、お世話になります 

総合的な学習の時間に、今年度も大原探究の取組をしています。大原地域の伝統や産業を深く知ること。

大原の事業所で働いておられる方が、どのような思いや願いを持っているのかについて考え、調べること。

そしてまとめたことを発表する学習です。今は、６月２８日（水）～３０日（金）に体験活動でお世話になる事

業所を探しているところです。事業所、そして地域の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

                                日時 令和５年６月７日（水）  午前９時開会 

（雨天延期２２日（木）） 
  感染症対策も緩和され、今年は例年通りの運動会を開催できることとなりました。 

ＰＴＡ種目のブロック対抗玉入れも行いますので、保護者の皆様も動きやすい服装で 

お越しください。地域の皆様のご来校もお待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～スクリレ～ 便利に使ってください 

５月から、スクリレアプリを導入しています。 

主に便利に使っていただけるのは以下の３点です。 

① 「欠席・遅刻・早退・その他」の連絡 

② 学校からの配布文書の閲覧 

③ 学校からのお知らせ 

① については、午前８時過ぎに入力内容を教職員が確認しますので、それまでに入力をして

ください。以降は入力確認をしておりませんので、８時を過ぎた場合は電話での連絡をお

願いします。「その他」で体育見学の連絡もしていただけます。 

② 学校便り等、データで配信しておりますので、いつでもどこでも閲覧できます。 

③ 昨年度までの PTAメール配信の代わりです。気づきにくいかもしれませんので、携帯を

手に取った時は、時々ご確認をお願いします。 

 

環境保護につながるよう、今後は紙の文書配布を削減してスクリレで配信していく方向で

す。未登録の方は、この機会にぜひご登録ください。 

スクリレの登録方法は簡単です。アプリ（無料）をダウンロードしたら、クラスの QRコ

ードを読み取るだけです。４月に配布した登録用紙が見当たらない方は、担任までお知らせ

ください。再配布いたします。 

当初の予定

から変更し

ています 



  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標 

大原のゆとりある心を 自信をもって伝えられる子に！ 

日 曜

1 木 運動会予行練習　 木曜校時

2 金 予行練習予備日　　前日準備（４～９年）　※１～３年生は１４時下校

3 土 運動会延期

4 日

5 月 代休日（持ち帰り給食）

6 火 前日準備（４～９年）　※１～３年生は１４時下校

7 水 運動会　テスト１週間前 （フッ化物洗口）

8 木 歯みがき大会(5年)　プール清掃（５～９年）　人権講演会 木曜校時

9 金 ふれあいタイム(５年)　ハワイ大学との交流

10 土 サタデーオープンスクール

11 日

12 月 素読教室　社会見学（４年）　 諸費引落日

13 火

14 水 夏季テスト（７～９年） フッ化物洗口

15 木 夏季テスト（７～９年）　クラブ活動（４～６年） 学校安全の日 木曜校時

16 金 夏季テスト（７～９年）　防煙教室（７～９年）

17 土

18 日

19 月 水泳学習開始（～７/３１）　素読教室　チャレンジ体験事前訪問（８年）

20 火 第1回進路説明会(8、9年)　大原探究事前訪問(6年)

21 水 合同部活動　　エンニコタイム　巡回文庫 身体計測(3～6年)　耳鼻科検診　フッ化物洗口

22 木 運動会予備日　(専門委員会） （木曜校時） （身体計測(1、2年)）

23 金

24 土 ｵｵﾑﾗｻｷ放蝶会（午前１０時～１２時）

25 日

26 月 チャレンジ体験（8年）　素読教室　諸費引落日（再）

27 火 チャレンジ体験（8年）

28 水 チャレンジ体験（8年）　大原探究（6年）　合同部活動　古紙回収 フッ化物洗口

29 木 チャレンジ体験（8年）　大原探究（6年） 木曜校時

30 金 チャレンジ体験（8年）　大原探究（6年）

令和５年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月行事予定

学校行事・PTA・地域・保健行事など

７月の主な予定

　　１１（火）　大原提言一次報告会（７～９年）

　　１３（木）　大原探究報告会（５～７年）

　１４（金）～１９（水）　個人懇談

　２０（木）　終業式　給食終了

　２１（金）　水生生物調査（５～９年）

プール清掃予備日　大原探究保護者説明会(6年) ﾁｬﾚﾝｼﾞ体験保護者説明会(8年)　社会見学（４年）　再検尿

朝会　生け花体験（７年）　大原探究激励会(５～７年) 合同球技大会（8年にじいろ）　学校運営協議会

１２日（月）は、月の諸費引落日です。

ご入金よろしくお願いします。

２８日（水）に、ＰＴＡ古紙回収を行います。

地域の皆様、ご協力をお願いします。


